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ま
ち
を
彩
る
踊
り
に
花
火

　

根
雨
の
ま
ち
に
本
格
的
な
夏
の
訪
れ
を
告
げ
る
ね
う
祭
り
が
、

７
月　

日
に
開
か
れ
ま
し
た
。

２１

夕
方
６
時
か
ら
の
演
芸
大
会
で
は
、

自
治
会
や
職
場
で
結
成
さ
れ
た
９
チ
ー
ム
の
踊
り
の
列
が

ま
ち
な
か
を
通
り
、
祭
り
の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
ま
す
。

通
り
に
は
数
々
の
露
店
が
並
び
、

書
道
や
盆
栽
な
ど
の
展
示
、

野
外
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
も
各
所
で
行
わ
れ
、

訪
れ
る
人
の
目
と
耳
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

夜
９
時
過
ぎ
か
ら
は
恒
例
の
花
火
大
会
。

６
０
０
発
の
花
火
が
夜
空
を
彩
る
と

観
客
か
ら
は
歓
声
が
あ
が
り
、

祭
り
の
最
後
を
華
や
か
に
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

お
し
ど
り
荘
『
ソ
ー
ラ
ン
節
』

根
雨
４
区
『
傘
踊
り
』

役
場
・
総
合
事
務
所
『
日
野
町
音
頭
』

舟場昭和会『河内おとこ節』

日
野
病
院
『
千
恵
っ
子
よ
さ
れ
』

６
０
０
発
の
華
麗
な
花
火



根雨５区『日野町音頭』

根雨１区『ドンパン節』

根
雨
３
区
『
祇
園
鳴
子
バ
ヤ
シ
』

根雨６区『河内おとこ節』

どもたちも笑顔

ロックバンド　ハザードも参加

バンダナきっちり、威勢よく踊る

3　 　広報ひの
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　６月、黒坂出身の中川静香さん（ナガセケンコー

株式会社所属 ) が、ソフトテニス日本代表選手の

一人に選ばれました。

　これは、５月に開かれた全日本シングルスソフ

トテニス大会で優勝したことが評価されたもので

す。中川さんら代表選手は、９月８日～１３日にか

けて韓国安城市で開かれる第１３回安城世界ソフト

テニス選手権大会に出場します。

　中川さんは小学３年生からソフトテニスを始め

数々の大会で活躍、町表彰などの受賞歴も多くあ

ります。　

　中川さんは、「日本代表に選ばれたときはとても

うれしかったです。世界ソフトテニス大会ではシ

ングルス、ダブルス、団体戦に出場する予定。目

標はもちろん金メダルです。韓国は食べ物がおい

しいと聞いているのでそちらの方も楽しみです ｣

と話し、また、これからの夢について、「この１年

で終わることなく、今年以上に勝ち続けたい」と語

りました。

～ソフトテニス日本代表に選抜～

 

～
横
路
（
秋
縄
）、
三
栗
（
門
谷
）
の
３
バ
ス
停
か
ら
の
乗
車
が
予
約
制
に
～

　

町
で
は
、
８
月
１
日
か
ら
町
営
バ
ス
板
井
原
・
真
住
線
を
、
横
路
を
経
由
す
る
経
路

に
変
更
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
伴
い
、「
横
路
上
」「
横
路
下
」
の
バ
ス
停
を
新
設
、「
三

栗
」
バ
ス
停
と
合
わ
せ
た
３
バ
ス
停
を
デ
マ
ン
ド
運
行
（
電
話
予
約
制
）
す
る
こ
と
と

し
ま
し
た
。

　

１
日
に
は
、
横
路
地
内
に
初
め
て
バ
ス
が
入
り
、
バ
ス
を
利
用
す
る
住
民
が
運
転
手

に
花
束
を
贈
っ
て
歓
迎
し
ま
し
た
。

町営バスを利用しましょう
　

▼今年度の町営バスの運行状況
　７月末現在の一便あたりの利用者数は６.８７人です。
　料金収入は、昨年７月末と比べ約４７㌫増加しており、
　これは４月に新設した根雨宿・病院線の利用が大きく
　影響しています。
　町営バスの運賃は直接まちの収入となります。町営バ
　スの存続・発展のため皆さんのご利用をお願いします。

これからよろしくお願いします

■日野町の皆さんへ　このたび日本代表に選ばれ
たことを紹介していただき、ありがとうございま
す。日の丸を背負って戦うことは予想以上に苦し
いことだと思いますが、初出場・挑戦者として皆
さんによいお知らせが出来るよう頑張ってきま
す！応援よろしくお願いいたします。　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　中川静香

全日本シングルス大会優勝時の中川さん
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町内５か所に置いている『提案箱』
に寄せられたご意見・ご提案の一部
をご紹介します。
　

（町内の方からのご意見）
　広報ひの６月号「まちづくり町民会議」の記事の
中で、「町の空いている土地に企業誘致できないか。
町職員を一人企業誘致専門に配置し、町民とペア
になってネットを立ち上げ、全国にＰＲしたらど
うか」という意見が掲載されていた。また、郡内・
町内出身の、都会で成功している実業家に協力を
頼むこともできると思う。このことについて町長
の考えを聞いてみたい。

（景山町長からの回答）
　まちづくり町民会議の検討課題に対し、ご意見
をいただきましたこと、大変うれしく思います。
私は、町民会議で町や地域がかかえている課題や
検討事項が、町民の皆さんに広がり、皆さんでまち
づくりを考えていくことを一番に願っているとこ
ろです。
　さて、空き土地への企業誘致についてのご意見
ですが、平井知事が掲げられている次世代改革の
一環として、産業振興に大変力を入れておられ、
早々に地域産業活性化協議会を立ち上げられまし
た。その中で企業誘致を進めるため、関係市町村
内の空き土地についての調査を行い、日野町も数
か所の候補地を提出したところです。今後、この
候補地に一企業でも誘致できるよう、協議会を通
じて積極的に働きかけたいと思っているところで
す。
　次に、ご提案の専門の町職員を配置して、民間と
一体になって、またインターネットも活用して、
もっとがんばれとのご意見でありますが、職員数
も年々減少している状況で、まずは鳥取県で進め
られている協議会を活用してみたいと思っている
ところです。
　また、関東や中部、関西圏には、日野町あるいは
日野郡出身で大手企業の役員の方や実業家も多く
参加されます県人会に積極的に出かけて皆さんと
親しく交流し、企業誘致につながる情報がないか
アンテナを張り巡らせているところです。これら
が一つでも実を結ぶよう努力いたします。

●まちへのご意見・ご提案などなんでも提案箱へお
寄せください。寄せられたご意見の一部と回答を
紙上でご紹介します
●提案箱の設置場所＝町役場、役場黒坂支所、日野
病院、根雨および黒坂郵便局

 

▼不燃ごみ・資源ごみ・ペットボトル・発泡

スチロール・蛍光管のうち１種類を袋に入れ、

袋の区分欄に○印をつけて出してください

▼ごみの分別方法はこれまでと同じです（違

う区分のごみが混ざっているものは収集しま

せん）

▼従来のごみ袋も使えますが、出すときは１

枚２０円の差額シールを貼ってください
 

問合せ　役場産業振興課（電話７２－２１０１）
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各
地
か
ら
集
ま
っ
た
マ
ラ
ソ
ン

愛
好
者
が
健
脚
を
競
う
恒
例
の
鵜

の
池
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
７
月　

日
、

２９

鵜
の
池
湖
畔
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
は
、
町
内
を
は
じ
め
、

県
内
外
か
ら
約
３
０
０
人
の
選
手

が
参
加
し
た
ほ
か
、
第　

回
大
会

３０

を
記
念
し
、
マ
ラ
ソ
ン
ラ
ン
ナ
ー

の
千
葉
真
子
さ
ん
を
招
待
選
手
に

迎
え
、
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

コ
ー
ス
は
、
２
・
３
㌔
、
４
・

６
㌔
、
６
・
９
㌔
の
３
コ
ー
ス
で
、

年
齢
・
性
別
に
よ
る　

ク
ラ
ス
に

１７

分
か
れ
て
競
技
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

招
待
選
手
の
千
葉
さ
ん
は
３
つ

の
コ
ー
ス
全
て
を
他
の
選
手
と
と

も
に
完
走
、
さ
わ
や
か
な
笑
顔
で

大
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

会
場
で
は
、
み
そ
汁
無
料
サ
ー

ビ
ス
や
各
種
団
体
の
バ
ザ
ー
が
に

ぎ
や
か
に
行
わ
れ
た
ほ
か
、
地
域

住
民
や
学
校
関
係
者
、
県
職
員
な

ど
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ

フ
の
協
力
も
あ
り
、
無
事
に
大
会

は
終
了
し
ま
し
た
。

招待選手のゼッケンをつけた千葉真子さんと一緒にスタートする子どもたち

選手宣誓は黒坂の長尾さん親子

ＪＡ女性会の皆さんと気さくに話す千葉さん

アユの塩焼きも好評
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鵜
の
池
マ
ラ
ソ
ン
大
会
前
日

の
７
月　

日
に
は
、
千
葉
真
子

２８

さ
ん
の
講
演
会
（
Ｄ
ｏ
・
ス
ポ
ー

ツ
主
催
）
が
町
文
化
セ
ン
タ
ー

で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
「
命
を
輝
か
す
人
間
」
と
い
う

演
題
の
講
演
で
は
、
マ
ラ
ソ
ン

を
始
め
た
き
っ
か
け
や
挫
折
を

味
わ
っ
た
経
験
、
こ
れ
か
ら
の

夢
な
ど
が
千
葉
さ
ん
独
特
の
明

る
い
個
性
で
さ
わ
や
か
に
語
ら

れ
ま
し
た
。

　

千
葉
さ
ん
は
、「　

年
間
陸
上

１５

競
技
を
続
け
昨
年
引
退
し
ま
し

た
が
、
そ
の
間
に
走
っ
た
距
離

は
地
球
３
周
半
。
今
で
は
全
て

の
試
合
が
宝
物
で
す
。
ゴ
ー
ル

し
た
瞬
間
に
思
う
の
は
、『
目
標

が
あ
っ
て
よ
か
っ
た
』
と
い
う

こ
と
。
目
標
を
持
っ
て
努
力
す

れ
ば
世
界
で
戦
う
こ
と
も
で
き

る
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
自
分
で

も
驚
き
ま
し
た
」と
話
し
、
ま
た
、

「
目
標
に
向
か
っ
て
全
身
全
霊

で
努
力
し
て
き
た
こ
と
で
、
一

人
の
人
間
と
し
て
強
い
心
、
優

し
い
心
を
育
む
こ
と
が
で
き
た

と
思
う
。『
命
を
輝
か
す
人
間
』

と
い
う
言
葉
は
、
中
学
校
の
校

門
の
横
に
刻
ま
れ
て
い
た
も
の
。

せ
っ
か
く
生
ま
れ
て
き
た
ん
だ

か
ら
命
を
大
切
に
、
命
を
輝
か

せ
た
い
と
思
う
。
今
で
は
私
の

人
生
の
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
ま

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
千
葉
さ
ん
は
「
ス

ポ
ー
ツ
は
平
和
の
象
徴
。
い
つ

ま
で
も
ス
ポ
ー
ツ
が
楽
し
め
る

世
界
で
あ
っ
て
ほ
し
い
。
私
の

目
標
は
い
つ
か
指
導
者
と
し
て

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
を
育
て
る

こ
と
。
こ
れ
か
ら
も
夢
に
向

か
っ
て
走
り
つ
づ
け
た
い
」
と

締
め
く
く
り
、
そ
の
後
客
席
か

ら
の
質
問
に
ユ
ー
モ
ア
を
交
え

な
が
ら
答
え
る
な
ど
、
参
加
者

ら
と
の
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
し
た
。

千
葉
真
子
さ
ん
講
演
会

「自分の人生の主役は自分。自分を大切にしたい」と語る

緑に囲まれ起伏に富んだコース

白いテープを切るのは最高

それぞれのペースで完走を目指す

ゴール直前の表情さまざま
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■
Ａ
班
の
討
議
内
容

　

Ａ
班
の
討
議
テ
ー
マ
は
行
政
・

財
政
再
建
な
ど
の
自
立
政
策
推
進
。

今
回
は
５
人
の
委
員
が
話
し
合
い

を
進
め
ま
し
た
。

主
な
意
見　

▼
こ
れ
か
ら
は
班
で
の
話
し
合
い

で
は
な
く
、
各
班
で
挙
が
っ
て
い

る
話
題
の
中
か
ら
い
く
つ
か
に

絞
っ
て
話
を
し
た
い
。
絞
っ
て
い

く
こ
と
で
軸
が
で
き
る
は
ず
。

▼
社
会
福
祉
協
議
会
で
高
齢
者
向

け
の
弁
当
作
り
を
行
っ
て
お
り
、

根
雨
・
黒
坂
地
区
で
月
に
２
回
ず

つ
配
達
し
て
い
る
。
し
か
し
弁
当

を
作
る
人
も
減
る
一
方
で
次
世
代

に
引
き
継
ぐ
の
が
難
し
く
な
っ
て

き
て
い
る
。
こ
う
し
た
事
例
を
こ

れ
か
ら
の
話
し
合
い
の
軸
に
し
た

い
。
▼
教
育
問
題
は
大
切
。
次
の
高
校

再
編
で
は
日
野
高
校
は
残
れ
な
く

な
る
。
小
・
中
学
校
と
タ
イ
ア
ッ

プ
し
て
子
ど
も
の
声
を
聞
き
、
自

分
た
ち
が
行
っ
て
み
た
い
学
校
に

し
な
け
れ
ば
。
教
育
特
区
に
し
て

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
教
育
に
力
を
入

れ
、
遠
く
か
ら
生
徒
が
集
ま
る
学

校
に
し
た
い
。

▼
日
野
高
校
が
な
く
な
れ
ば
子
ど

も
は
さ
ら
に
減
り
、
根
雨
駅
に
特

急
も
止
ま
ら
な
く
な
り
無
人
駅
に

な
る
。
日
野
総
合
事
務
所
も
な
く

な
る
の
で
は
な
い
か
。

■
Ｂ
班
の
討
議
内
容

　

Ｂ
班
は
福
祉
・
環
境
な
ど
を
討

議
テ
ー
マ
に
、
６
人
の
委
員
で
話

し
合
い
ま
し
た
。

主
な
意
見　

▼
前
回
の
会
議
を
受
け
て
、
私
の

地
区
で
も
ぽ
か
ぽ
か
教
室
を
開
き
、

楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
。

他
の
自
治
会
で
も
取
り
組
ん
で

い
っ
て
ほ
し
い
。

▼
困
っ
て
い
る
人
が
切
り
捨
て
ら

れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
し
て
ほ

し
い
。
出
生
祝
い
金
は
復
活
さ
せ

て
ほ
し
い
。

▼
町
の
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
は

県
下
で
も
低
い
ら
し
い
。
ご
み
の

減
量
化
な
ど
、
町
民
へ
の
周
知
徹

底
が
必
要
。
自
治
会
に
責
任
を

持
っ
て
働
き
か
け
て
も
ら
え
る
と

変
わ
っ
て
い
く
の
で
は
。

▼
若
い
人
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
お

茶
や
水
を
飲
ん
で
い
る
が
、
ご
み

を
減
ら
す
た
め
家
で
沸
か
し
た
も

の
を
飲
め
ば
い
い
の
で
は
と
思
う
。

▼
資
源
を
有
効
に
使
う
た
め
、
物

を
大
切
に
す
る
気
持
ち
を
育
て
る

必
要
が
あ
る
。

■
Ｃ
班
の
討
議
内
容

　

Ｃ
班
で
は
、
ま
ち
の
産
業
・
観

光
振
興
な
ど
に
つ
い
て
、
７
人
の

委
員
が
討
議
し
ま
し
た
。

主
な
意
見　

▼
ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て
、
ま

ち
部
で
も
集
積
所
を
作
っ
て
収
集

車
が
停
ま
る
回
数
を
減
ら
せ
ば
コ

ス
ト
が
下
げ
ら
れ
る
の
で
は
。

▼
ご
み
の
減
量
化
を
広
報
や
防
災

無
線
で
Ｐ
Ｒ
し
、
協
力
を
お
願
い

し
て
ほ
し
い
。

▼
兼
業
農
家
が
多
い
が
、
４
㌶
以

上
の
水
田
で
な
い
と
政
府
か
ら
補

助
が
出
な
い
。
集
落
で
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
農
地
の
維
持
は
難
し

い
の
で
は
。

▼
農
業
委
員
に
水
路
の
問
題
や
人

手
不
足
の
問
題
を
委
ね
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。
町
の
農
政
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
手
を
貸
し
て
い
た
だ

き
、
動
い
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

日野高校の生徒でにぎわう根雨駅

ごみの減量は大きな課題

↓
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　９月の基本健診、がん検診の日程は次のとおりです。受診される方は、配布し
た受診票を持参のうえ受診してください。

問合せ　役場健康福祉課　担当　伊田（電話７２－０３３４）

基本健康診査・肺がん・胃がん・大腸がん検診
対象地区受付時間会　場実施日

濁谷、門谷、秋縄、
三土、舟場、野田

▼胃がん・大腸がん検診＝
午前８時～午前９時▼基
本健診・肺がん検診＝午前
８時３０分～午前９時３０分

山村開発

センター
９月１３日（木）

根雨６区、津地、
榎市、小原、別所
※午後は根雨地区
の補足です

▼胃がん検診＝午前８時
～午前９時▼大腸がん検
診＝午前８時～午前９時、
午後１時～午後２時▼基
本健診・肺がん検診＝午前
８時３０分～午前９時３０分、
午後１時～午後２時

山村開発

センター
９月１４日（金）

子宮がん・乳甲状腺がん検診
対象地区受付時間会　場実施日

黒坂６・７区、下菅、
中菅、中菅中央、下・
中・上上菅、井ノ原、
諏訪、漆原、下福長

午後１時～午後２時町公民館９月６日（木）

黒坂１～５区、久住、
下黒坂、根妻、近江、畑、
小河内、布瀬谷

午後１時～午後２時町公民館９月１０日（月）

増
加
す
る
自
殺
者

　

厚
生
労
働
省
の
調
査
に
よ
る
と
、

全
国
の
自
殺
者
の
数
は
平
成　

年
１０

以
後
９
年
連
続
で
３
万
人
を
上

回
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況

の
中
、
国
を
挙
げ
て
自
殺
対
策
を

進
め
る
た
め
、
昨
年　

月「
自
殺
対

１０

策
基
本
法
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成　

年
～　

年
の
県
内
の
自

１３

１７

殺
者
数
と
交
通
事
故
死
亡
者
数
を

比
べ
る
と
、
自
殺
者
数
は
交
通
事

故
死
亡
者
数
の
約
３
～
４
倍
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
（
平

成　

年
の
自
殺
者
数
１
７
９
人
、

１７
交
通
事
故
死
亡
者
数　

人
）。

４５

　

日
野
郡
で
は
、
自
殺
で
亡
く
な

る
人
の
割
合
は
県
平
均
と
比
べ
て

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち

男
性
は
女
性
の
約
３
倍
、
自
殺
者

の
割
合
が
最
も
高
い
の
は　

歳
代

５０

の
人
で
す
。

自
殺
は
予
防
で
き
ま
す

　

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
に
よ
り
心
理

的
に
追
い
つ
め
ら
れ
た
結
果
う
つ
・

・

病
に
な
り
、
正
し
い
判
断
が
難
し

く
な
っ
て
自
殺
し
て
し
ま
う
こ
と

が
多
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
て
い

ま
す
。
う
つ
病
は
き
ち
ん
と
治
療

す
る
こ
と
で
回
復
す
る
病
気
で
す
。

う
つ
病
を
知
り
、
早
め
に
気
づ
い

て
相
談
し
た
り
受
診
す
る
こ
と
は

と
て
も
大
切
で
す
。

 

■
こ
ん
な
症
状
が
あ
っ
た
ら
う
つ
・

・

か
も
し
れ
ま
せ
ん

▼
も
の
ご
と
を
悪
い
ほ
う
に
ば
か

り
考
え
て
し
ま
う

▼
好
き
だ
っ
た
こ
と
に
も
や
る
気

が
お
き
な
い

▼
ぐ
っ
す
り
眠
れ
な
い
、
お
い
し

く
食
べ
ら
れ
な
い

▼
検
査
で
は
異
常
が
な
い
の
に
体

調
が
悪
く
毎
日
が
つ
ら
い

　

こ
の
よ
う
な
症
状
が
２
週
間
毎

日
の
よ
う
に
続
い
た
ら
、
一
人
で

悩
ま
ず
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
周
り

の
人
が
気
付
い
た
ら
相
談
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

 

■
専
門
医
に
よ
る
「
心
の
健
康
相

談
」
を
開
き
ま
す

相
談
日　
　

月
４
日
（
木
）、
平
成

１０

　

年
２
月
６
日
（
水
）

２０会　

場　

日
野
総
合
事
務
所
第
２

庁
舎
（
旧
日
野
保
健
所
）

そ
の
他　

相
談
は
予
約
制
で
す
。

予
約
・
問
合
せ
は
、
日
野
総
合
事
務

所
福
祉
保
健
局
（
電
話　

‐
２
０

７２

３
７
）
ま
で

原
因
を
知
っ
て
早
め
に
相
談
を

 

９
月　

日
は
世
界
自
殺
予
防
デ
ー

１０

▼
健
康
福
祉
課
か
ら
お
知
ら
せ
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「
病
気
に
な
り
に
く
い
体
を
つ
く
っ
て
介
護
を
予
防
す

る
」。
ま
ち
で
は
、
年
間
を
通
じ
て
楽
し
く
気
軽
に
で
き
る

介
護
予
防
教
室
、
ぽ
か
ぽ
か
教
室
を
開
い
て
い
ま
す
。

　

内
容
は
、
筋
力
向
上
の
た
め
の
ス
ト
レ
ッ
チ
や
ゴ
ム

チ
ュ
ー
ブ
を
使
っ
た
体
操
、
歯
み
が
き
指
導
や
ニ
ュ
ー
ス

ポ
ー
ツ
な
ど
。

　

７
月　

日
の
根
雨

２６

１
区
集
会
所
で
の
教

室
で
は
、
機
械
を
使
っ

た
体
脂
肪
の
測
定
・
血

圧
測
定
の
後
、
町
体
育

指
導
委
員
の
高
橋
伸

也
さ
ん
の
指
導
に
よ
る
、
手
軽
に
で
き
る
ス
ト
レ
ッ
チ
や

チ
ュ
ー
ブ
体
操
を
行
い
ま
し
た
。

　

高
橋
さ
ん
は
「
体
を
動
か
す
こ
と
で
体
脂
肪
率
を
減
ら
す

こ
と
も
で
き
る
。
毎
日
少
し
ず
つ
で
も
運
動
を
続
け
て

い
っ
て
ほ
し
い
」
と
参
加
者
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
ま
し
た
。

参
加
者
の
一
人
は
、「
教
室
や
自
宅
で
チ
ュ
ー
ブ
体
操
を
続

け
た
ら
、
ひ
ざ
の
痛
み
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
目
標
が
あ
る

と
運
動
も
続
け
ら
れ
ま
す
ね
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

気
軽
に
楽
し
く
健
康
づ
く
り
。
皆
さ
ん
も
参
加
し
て
み

ま
せ
ん
か
。

筋力アップで病気・介護予防
▼ぽかぽか教室に参加しませんか

▼参加申込み方法
対象　おおむね５人以上のグループ
（６５歳以上、仲良し友達・老人クラブなど）

場所　地域の集会所など、希望される
場所に出向きます
日程　連絡責任者と調整し決定
料金　材料費のみ実費
申込み・問合せ　役場健康福祉課　介
護保険担当　音田（電話７２－０３３４） 気さくに話す高橋さん

チューブを伸ばして筋肉を刺激

運
営
主
体
を
広
域
連
合
に
移
行

　

制
度
の
運
営
は
、
広
域
連
合
と

市
町
村
が
協
力
し
て
行
い
ま
す
。

鳥
取
県
に
お
い
て
、
こ
の
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
運
営
を
す
る
た

め
、
県
内
の　

市
町
村
す
べ
て
が

１９

加
入
し
た
「
鳥
取
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
」
が
平
成　

年
２

１９

月
１
日
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

広
域
連
合
の
事
務
局
は
湯
梨
浜

町
役
場
東
郷
庁
舎
に
お
か
れ
、
平

成　

年
度
の
施
行
に
向
け
て
準
備

２０
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
は
、
広

域
連
合
が
運
営
主
体
（
保
険
者
）

と
な
り
、
市
町
村
は
事
務
の
う
ち
、

保
険
料
の
徴
収
、
被
保
険
者
か
ら

の
申
請
・
届
出
の
受
付
や
被
保
険

者
証
・
各
種
証
明
書
の
引
渡
し
な

ど
の
窓
口
業
務
を
行
い
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
つ
い
て

の
問
合
せ
先

▼
日
野
町
役
場
健
康
福
祉
課

　
　
　
　
（
電
話　

‐
０
３
３
４
）

７２

▼
鳥
取
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
（
電
話
０
８
５
８
‐　

‐
１

３２

０
９
７
）

平
成　

年
４
月
か
ら
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
が
始
ま
り
ま
す

２０

■後期高齢者医療制度（平成２０年４月～）の主な内容

後期高齢者医療制度
（H20.4.1 から）

制　　度

県内の全市町村が加入す
る広域連合

運営主体

国保、健保などから脱退
し、後期高齢者医療制度
に加入します

医療保険

老人保健法と変更ありま
せん

対　象　者

後期高齢者医療広域連合
が賦課し、各市町村が徴
収します。原則として年
金から徴収されます

保　険　料

後期高齢者医療被保険者
証

病院などに
提示するもの

老人保健法と変更ありま
せん

負担割合
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地
区
予
選
で
選
抜
さ
れ
た
県
内
の
消
防

団
員
が
ポ
ン
プ
操
法
の
腕
を
競
う
、
第　
５３

回
県
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
が
、
７
月　
２２

日
、
米
子
市
の
県
消
防
学
校
で
開
か
れ
ま

し
た
。

　

大
会
に
は
、
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
に　
１２

隊
、
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
に
９
隊
が
出

場
、
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま

し
た
。

　

町
消
防
団
か
ら
は
、
第
１
分
団
か
ら
５

人
の
団
員
が
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
出
場
、

み
ご
と
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

▼
出
場
団
員
（
敬
称
略
）　

指
揮
者
＝
谷
口

若
雄
、
１
番
員
＝
奥
田
研
二
、
２
番
員
＝
佐

野
精
彦
、
３
番
員
＝
西
村
和
宏
、
補
助
員
＝

西
村
和
行

猛練習の成果を発揮

み
ご
と
準
優
勝
に
輝
く

　
　

月　

日
か
ら　

日
ま
で
の
４
日
間
、

１０

１１

１４

県
西
部
で
開
か
れ
る
第
９
回
全
国
和
牛
能

力
共
進
会
へ
の
出
品
牛
を
決
め
る
県
最
終

予
選
会
が
、
７
月　

日
、
琴
浦
町
の
中
央
家

２２

畜
市
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

予
選
会
で
は
、
県
代
表
の　

頭
の
牛
が

１９

選
抜
さ
れ
、
日
野
町
か
ら
は
、
西
村
槐
さ
ん

所
有
の
い
ち
か
つ
ふ
く
号
、
遠
藤
真
由
美

さ
ん
所
有
の
し
ば
ひ
め
ひ
ら
号
、
し
ば
ひ

め
か
ね
号
の
計
３
頭
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
は
５
年
に
一
度
、

全
国
の
優
秀
な
和
牛
が
一
同
に
会
し
て
そ

の
優
劣
を
競
う
大
会
で
す
。
全
国
の
予
選

で
選
ば
れ
た
約
５
０
０
頭
の
和
牛
が
そ
れ

ぞ
れ
の
部
門
で
頂
点
を
目
指
し
ま
す
。
ど

う
ぞ
ご
声
援
く
だ
さ
い
。

西村槐さんと「いちかつふく号 ｣

県
代
表
に
町
か
ら
３
頭
が

　

魚
と
の
ふ
れ
あ
い
を
通
し
て
、
子
ど
も

た
ち
に
自
然
や
命
の
大
切
さ
を
学
ん
で
も

ら
お
う
と
、
町
水
産
振
興
連
合
会
（
頭
本
尚

憲
会
長
）
主
催
の
ア
ユ
つ
か
み
が
、
７
月　
２６

日
、
町
内
の
保
育
所
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

水
が
張
ら
れ
た
プ
ー
ル
に
数
十
匹
の
ア

ユ
が
放
さ
れ
る
と
子
ど
も
た
ち
は
歓
声
を

上
げ
て
大
喜
び
。
元
気
に
泳
ぎ
回
る
ア
ユ

を
手
で
つ
か
ん
で
は
一
人
一
人
記
念
写
真

を
撮
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
つ
か
ん
だ
ア
ユ
は
か
ら

揚
げ
に
し
て
昼
食
に
出
さ
れ
、
お
い
し
く

食
べ
ま
し
た
。

わたしのアユの方が大きいよ？

自
然
と
ふ
れ
あ
い
楽
し
も
う

　

友
だ
ち
と
一
緒
に
生
活
し
な
が
ら
、
助

け
あ
う
こ
と
の
大
切
さ
や
家
族
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
な
ど
を
発
見
す
る
た
め
の
町
生

活
体
験
合
宿
が
、
７
月　

日
か
ら
８
月
３

３１

日
ま
で
、
町
公
民
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
の
は
、
町
内
の
小
学
４
年
生

か
ら
６
年
生
の
う
ち　

人
。
子
ど
も
た
ち

２２

は
３
泊
４
日
で
町
公
民
館
に
寝
泊
り
し
な

が
ら
、
食
事
や
掃
除
、
洗
濯
な
ど
を
自
分
た

ち
で
行
い
、
助
け
合
い
な
が
ら
生
活
し
ま

し
た
。

　

ま
た
、
４
日
間
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
体
験

学
習
も
行
わ
れ
、
地
域
の
大
人
の
話
を
聞

い
た
り
、
黒
坂
の
歴
史
を
訪
ね
た
り
、
都
合

谷
た
た
ら
跡
ま
で
探
検
す
る
な
ど
、
充
実

し
た
日
々
を
過
ご
し
ま
し
た
。

森林インストラクター、矢田貝繁明さんの自然解説も

夏
休
み
の
思
い
出
で
き
た
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■
納
税
組
合
長
会
議
を
開
き
ま
し
た

　

　

８
月
１
日
、
町
役
場
で
納
税
組

合
長
会
議
を
開
き
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、　

年
に
わ
た
り
納

３５

税
組
合
長
を
務
め
ら
れ
た
西
村
行

認
さ
ん
（
根
雨
）、　

年
務
め
ら
れ

１５

た
梅
林
勤
さ
ん
（
金
持
）、
５
年
務

め
ら
れ
た
岩
本
真
喜
代
さ
ん
（
高

尾
）、
稲
田
巧
さ
ん
（
黒
坂
）
と
福

田
和
也
さ
ん
（
黒
坂
）
に
感
謝
状

を
贈
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
納
税
組
合
に
関
す
る

こ
と
、
町
税
な
ど
の
改
正
点
な
ど

に
つ
い
て
、
住
民
課
か
ら
次
の
と

お
り
説
明
し
ま
し
た
。

主な説明事項
 

①納税組合報奨金の率について、平成１９

年度は年度内納付１００㌫の組合は２.５㌫、

１００㌫未満の組合は０.７㌫となります。
　

②平成１８年度の徴税収納状況と平成１９

年度の徴税賦課状況についてそれぞれ説

明しました。
 

③町税などの主な改正点について

▼町県民税＝所得割の税率を１０㌫に統一

　　　　　　定率減税を廃止（７.５㌫→廃止 )

▼国民健康保険税＝医療分限度額を変更

　　　　　　　　　(５３万円→５６万円 )

町長から感謝状が贈られる

■詳しくは役場住民課 (電話７２－０３３３)まで

■教育委員会からのお知らせ

第８回町教育委員会開催

　８月３日、第８回の町教育委員会を開
き、報告や協議を行いました。

▼小中学校の耐震診断状況
　小中学校校舎の２次診断の状況を町の
ホームページで近いうちに公表するよう協
議しました。

▼町民ミュージカルの経過を報告
　町民ミュージカル実行委員会（田口享会
長）主催の町民ミュージカル「神々の詩」を、
１２月１６日（日）に公演します。
　事業費については、町や団体からの補助
金、町民ミュージカルを応援する１００人の会
の会費、入場料などを充てています。現在、
子どもから大人までの出演者３４人が練習に
汗を流しています。応援してください。

▼「白つつじの会」生田長江顕彰会
　昨年、とっとりの文化芸術探訪事業とし
て、貝原出身の文芸評論家・生田長江の講座
などを開いたところ多くの反響があり、こ
の顕彰事業を引き継ごうと「白つつじの会」
が結成されました。
　年に２回ぐらいの講座を考えています。
趣旨に賛同いただける人は町図書館（電話
７２－１３００）までお問合せください。

平
成　

年
度
海
上
保
安
大
学
校

１９

学
生
募
集

受
験
資
格
等　

昭
和　

年
４
月
２

６２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
高
等

学
校
、
中
等
教
育
学
校
卒
業
者
及

び
来
春
卒
業
見
込
み
の
人
。
高
等

専
門
学
校
の
第
３
学
年
修
了
者
及

び
来
春
修
了
見
込
み
の
人
。
高
等

学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
（
廃
止

前
の
大
学
入
学
資
格
検
定
を
含

む
）
合
格
者

採
用
予
定
数　

約　

人　
４５

受 
付 
期 
間　

８
月　

日
～
９
月

３０

　

日
１１

第
１
次
試
験
日　
　

月
３
日

１１

（
土
）・
４
日
（
日
）

第
１
次
試
験
地　

全
国　

か
所

３９

（
鳥
取
県
の
最
寄
り
の
試
験
地
は
、

米
子
市
、
神
戸
市
ま
た
は
広
島

市
）
試
験
方
法
（
第
１
次
試
験
）　

学
科

試
験
（
多
枝
選
択
式
）、
教
養
試
験

（
多
枝
選
択
式
）、
学
科
試
験
（
記

述
式
）

申
込
・
問
合
せ　

境
海
上
保
安
部

管
理
課
（
〒
６
８
４
‐
０
０
３
４

境
港
市
昭
和
町
９
‐
１
、
電
話
０

８
５
９
‐　

‐
２
５
３
２
）

４２

　

年
ぶ
り
中
国
大
会
へ

２２
　
　

レ
イ
ダ
ー
ス
県
代
表
に

　　

町
内
で
活
動
し
て
い
る
軟
式
野

球
チ
ー
ム
、
町
体
協
レ
イ
ダ
ー
ス

（
小
谷
順
万
代
表
）
が
、
９
月　
２８

日
か
ら　

日
ま
で
県
西
部
で
開
か

３０

れ
る
第　

回
中
国
五
県
軟
式
野
球

４０

大
会
に
県
代
表
と
し
て
出
場
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
県
西
部
地
区
予
選
で

の
成
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
、

レ
イ
ダ
ー
ス
が
県
代
表
に
選
ば
れ

る
の
は　

年
ぶ
り
の
こ
と
。

２２

　

中
国
五
県
軟
式
野
球
大
会
は
、

米
子
市
民
球
場
（
米
子
市
）
と
西

伯
カ
ン
ト
リ
ー
パ
ー
ク（
南
部
町
）

で
開
か
れ
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
声
援

く
だ
さ
い
。　
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こ
れ
か
ら
2
回
に
わ
た
っ
て
日

野
病
院
に
と
っ
て
大
き
な
問
題
で

あ
る
看
護
師
不
足
に
つ
い
て
お
話

し
い
た
し
ま
す
。

　

ご
承
知
の
よ
う
に
、
看
護
師
不

足
は
医
師
不
足
と
同
様
に
全
国
的

な
問
題
で
も
あ
り
ま
す
（
医
療
先

進
国
の
ア
メ
リ
カ
で
も
深
刻
な
状

況
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

世
界
的
な
問
題
と
言
っ
て
も
過
言

で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。
わ
が
国
に

お
け
る
看
護
師
不
足
の
主
な
原
因

と
し
て
は
、
病
床
数
の
多
さ
、
看

護
業
務
の
拡
大
、
離
職
率
の
上
昇
、

採
用
困
難
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
病
床
数
の
多
さ
：
表
１
に
示
し

ま
し
た
よ
う
に
、
日
本
の
人
口
あ

た
り
看
護
職
員
数
は
ほ
ぼ
世
界
標

準
に
あ
り
ま
す
が
、
病
床
数
は
世

界
標
準
の
２
～
５
倍
も
多
い
と
の

こ
と
で
す
。
す
な
わ
ち
、
日
本
の

看
護
職
員
は
他
の
先
進
国
に
比
較

し
て
数
倍
の
患
者
さ
ん
の
看
護
に

あ
た
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で

す
。

　

最
近
の
厚
生
労
働
省
の
医
療
改

革
は
こ
の
病
床
数
の
適
正
化
を
目

指
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め

医
療
費
や
在
院
日
数
の
削
減
（
政

策
目
標
）、
社
会
的
入
院
の
排
除

（
療
養
病
床
の
再
編
）、
医
療
施
設

間
の
連
携
と
集
約
化
（
医
療
計
画
）、

地
域
に
お
け
る
受
け
皿
の
整
備

（
在
宅
療
養
支
援
診
療
所
）
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

②
看
護
業
務
の
拡
大
：
従
来
、
看

護
師
の
主
業
務
は
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド

で
患
者
さ
ん
の
ケ
ア
を
行
う
こ
と

で
し
た
。
最
近
に
な
り
、
医
療
の

高
度
化
・
複
雑
化
に
伴
う
医
療
電

子
機
器
の
取
り
扱
い
や
、
そ
れ
を

用
い
た
観
察
、
測
定
、
種
々
の
療

養
指
導
な
ど
の
業
務
が
加
わ
り
、

看
護
師
の
負
担
は
増
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
が
ん
治
療
の
分
野
な
ど
で

専
門
的
な
知
識
や
技
術
を
必
要
と

す
る
診
療
介
助
も
必
要
と
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
、
１
９
９
６
年
に
は

専
門
看
護
師
・
認
定
看
護
師
制
度

が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
看
護
師
の

労
働
条
件
の
悪
化
が
懸
念
さ
れ
る

な
か
、
２
０
０
５
年
に
日
本
医
療

労
働
組
合
連
合
会
よ
り
衝
撃
的
な

「
看
護
職
員
の
労
働
実
態
調
査
」

結
果
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

ま
と
め
を
図
1
に
示
し
ま
し
た
。

配
置
人
員
の
抜
本
改
善
を
は
じ
め

と
し
た
緊
急
対
策
の
必
要
性
が
指

摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

③
離
職
率
の
上
昇
：
看
護
師
は
女

性
が
多
い
こ
と
も
あ
り
、
結
婚
、

出
産
、
配
偶
者
の
転
勤
な
ど
で
離

職
す
る
機
会
は
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
図
２
に
看
護
師
と
一
般
労
働

者
の
離
職
率
（
年
間
の
退
職
者
数

が
職
員
数
に
占
め
る
割
合
）
の
推

移
を
示
し
ま
し
た
。

　

数
年
前
ま
で
、
看
護
師
の
離
職

率
は
一
般
労
働
者
に
比
較
し
て
低

値
で
し
た
が
、
最
近
に
な
り
じ
わ

じ
わ
と
上
昇
し
、
２
０
０
４
年
に

は
一
般
労
働
者
並
の　

・
１
㌫
に

１３

達
し
て
い
ま
す
。
上
昇
の
理
由
は

明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
看

護
現
場
の
忙
し
さ
と
無
縁
で
は
な

い
と
思
わ
れ
ま
す
。
中
途
で
職
場

を
離
れ
た
看
護
師
の
職
場
復
帰
支

援
が
、
看
護
師
不
足
へ
の
対
策
の

1
つ
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

④
採
用
困
難
：
看
護
師
の
需
要
と

供
給
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
が
指
摘
さ

れ
て
久
し
く
な
り
ま
す
。
厚
生
労

働
省
の
「
第
六
次
看
護
職
員
需
給

見
通
し
」を
み
て
も
、
こ
の
ア
ン
バ

ラ
ン
ス
が
当
分
の
間
続
く
こ
と
は

明
ら
か
で
す
。
同
報
告
書
で
は
、

看
護
職
員
の
需
要
数
は
、
２
０
０

６
年
で
は
４
万
２
０
０
０
人
、
２

０
１
０
年
末
で
も
１
万
５
０
０
０

人
の
供
給
不
足
が
見
込
ま
れ
て
い

る
の
で
す
。
供
給
不
足
の
原
因
は

明
ら
か
で
、
厚
生
労
働
省
が
政
策

的
に
看
護
師
養
成
数
の
増
員
を
認

め
て
い
な
い
か
ら
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
、
い
わ
ば
絶
対
数

の
不
足
に
加
え
さ
ら
に
採
用
を
難

し
く
し
て
い
る
原
因
と
し
て
看
護

配
置
に
関
す
る
診
療
報
酬
上
の
改

定
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
看
護
師
を

従
来
よ
り
も
多
く
配
置
す
る
と
、

病
院
収
入
が
増
え
る
仕
組
み
に

な
っ
た
の
で
す
。
そ
の
結
果
、
特

に
大
病
院
に
看
護
必
要
度
以
上
に

看
護
師
が
偏
在
す
る
可
能
性
が
出

て
き
ま
し
た
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
全
国
的
な
看

護
師
不
足
に
は
多
く
の
原
因
が
関

与
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の

な
か
に
は
地
方
の
一
病
院
が
ど
ん

な
に
頑
張
っ
て
も
解
決
で
き
な
い

も
の
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
看
護
師
の
確
保
や
定
着
に
つ

な
げ
る
た
め
に
個
々
の
病
院
で
労

働
環
境
や
雇
用
条
件
を
見
直
す
こ

と
は
可
能
で
す
。

　

次
回
は
、
日
野
病
院
に
お
け
る

看
護
師
不
足
の
現
状
と
、
私
た
ち

の
対
応
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
す
。

病
院
長
の
ひ
と
り
ご
と 

　
　
　
　
　
　
　

―
看
護
師
不
足
に
つ
い
て
① 
―

日野病院長　櫃田　豊

▼表１
平均
在院日数

人口千人あたり
看護職員数

病床百床あたり
看護職員数

人口千人あたり
病床数

国名

３６.４７.８
(２００２年 )

５４
(２００２年 )

１４.３日本

１０.９
(２００２年 )

９.７１０８.６
(２００２年 )

８.９
(２００２年 )

ドイツ

１３.４７.３
(２００２年 )

９１.１
(２００２年 )

７.７フランス

７.６９.７２２４
(２００２年 )

４.２イギリス

６.５７.９
(２００２年 )

２３３
(２００２年 )

３.３アメリカ

週刊医学会新聞第２６７５号より引用 (一部改変 )
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７
月　

日
、
町
公
民
館
で
第
４

２０

回
お
し
ど
り
学
園
を
開
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、「
日
野
町
人
権
セ
ン

タ
ー
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
、
町

人
権
セ
ン
タ
ー　

川
上
博
史
所
長

が
講
演
し
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
川
上
所
長
は
、
人
権

と
は
、
家
庭
や
地
域
、
学
校
や
職

場
な
ど
の
日
常
生
活
で
希
望
を

も
っ
て
明
る
く
、
楽
し
く
過
ご
す

こ
と
が
出
来
る
よ
う
、『
相
手
の

立
場
に
な
っ
て
自
分
の
言
動
を
行

う
』『
自
分
の
し
て
ほ
し
く
な
い
こ

と
は
相
手
に
も
し
な
い
』『
自
分
の

し
て
ほ
し
い
こ
と
は
相
手
に
も
し

て
あ
げ
る
』
こ
と
だ
と
話
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
人
の
尊
厳
に
つ
い
て
は
、

「
人
は
す
べ
て
個
人
と
し
て
尊
重

さ
れ
、
人
権
は
、『
誰
で
も
』『
ど

こ
で
も
』『
い
つ
で
も
』『
同
じ
よ

う
に
』
普
遍
で
平
等
で
あ
る
」
と

訴
え
ま
し
た
。

　

そ
の
ほ
か
、
女
性
、
子
ど
も
、

高
齢
者
、
障
害
者
、
同
和
問
題
、

外
国
人
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

な
ど
、
現
在
問
題
に
な
っ
て
い
る

人
権
問
題
に
つ
い
て
も
話
し
ま
し

た
。
川
上
所
長
は
、「
日
野
町
は

高
齢
化
と
少
子
化
に
よ
っ
て
人
口

減
少
・
人
口
の
高
齢
化
が
進
ん
で

い
ま
す
。
町
民
誰
も
が
い
ず
れ
高

齢
者
に
な
り
ま
す
。
高
齢
者
の
人

権
課
題
は
一
人
一
人
等
し
く
共
通

し
た
問
題
で
あ
り
、
緊
急
に
み
ん

な
で
学
び
、
取
り
組
ん
で
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
す
」
と

話
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
町
人
権
セ
ン
タ
ー
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
し
、
①

具
体
的
な
人
権
問
題
か
ら
自
由

権
・
平
等
権
・
社
会
権
な
ど
の
普

遍
的
な
基
本
的
人
権
へ
と
繁
ぎ
、

人
権
尊
重
の
精
神
を
育
む
学
習
、

②
身
近
な
と
こ
ろ
で
起
こ
っ
て
い

る
実
態
的
な
人
権
問
題
を
学
習
し

な
が
ら
、
そ
の
背
景
に
は
地
域
や

社
会
に
原
因
が
あ
る
こ
と
を
学
習
、

③
身
近
な
慣
習
や
風
習
、
偏
見
を

変
え
る
こ
と
か
ら
発
展
し
て
、
地

域
や
社
会
の
あ
り
よ
う
を
変
革
し
、

住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
を
目
指
す

た
め
の
活
動
に
積
極
参
加
を
促
す

学
習
、
④
全
て
の
行
為
が
人
権
尊

重
の
観
点
に
基
づ
く
姿
勢
を
培
う

学
習
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

学
園
生
は
真
剣
に
聞
き
、
認
識

を
あ
ら
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

▼
第
６
回
お
し
ど
り
学
園

　

高
齢
者
の
生
き
が
い
、
健
康
づ

く
り
な
ど
に
役
立
つ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
つ
い
て
の
講
演
を
行
い

ま
す
。
講
演
に
は
学
園
生
以
外
の

方
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
お
誘
い

あ
わ
せ
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
９
月　

日
（
金
）
午
前

２１

９
時　

分
～
▼
場
所
＝
町
公
民
館

３０

▼
内
容
＝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に

つ
い
て
▼
講
師
＝
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー　

山
田
利
美
氏
▼
そ

の
他
＝
お
し
ど
り
学
園
は
途
中
か

ら
で
も
加
入
で
き
ま
す
。
詳
し
く

は
町
公
民
館
へ
。

誰
も
が
人
権
を
尊
重
さ
れ
る
社
会
を

 

第
４
回
お
し
ど
り
学
園

▼投稿募集　町公民館では、読者の皆さんか
らの投稿をお待ちしています。 教育問題、生涯
学習、子育て、環境問題、スポーツに関すること、
風物、趣味の紹介など、なんでも結構です。
●字数：４００字程度　●形態：住所、氏名、年齢、
電話番号を明記のうえ、手紙またはハガキでお
送りください●送り先　〒６８９-５１３１  黒坂１２４３-
１　日野町公民館「公民館だより」係

町青少年育成会員が
夜間街頭指導パトロールを行っています
　

　小中学校の夏休み期間中、町青少年育成会では、
青少年の非行防止と環境浄化活動として、夜間街
頭指導パトロールを週２回、まち中、駅周辺などを
中心に行っています。子どもたちの健全育成のた
めご協力をお願いします。
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【
主
な
も
の
の
改
善
点
】

▼
子
ど
も
の
テ
レ
ビ
の
長
時
間
視

聴
は
少
な
く
な
っ
た
が
、
家
庭
内

の
メ
デ
ィ
ア
環
境
は
改
善
さ
れ
て

い
な
い
。（
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン

上
の
通
信
ゲ
ー
ム
・
メ
ー
ル
な
ど
に

注
意
が
必
要
で
家
庭
で
の
ル
ー
ル

づ
く
り
が
急
務
）

▼
朝
ご
は
ん
を
食
べ
る
こ
と
は
浸

透
し
た
が
そ
の
内
容
は
今
一
つ
で

す
。（
食
事
作
り
や
配
膳
を
家
族
み

ん
な
で
、
そ
し
て
食
事
は
家
族
そ

ろ
っ
て
食
べ
る
）

▼
家
庭
内
の
仕
事
は
や
や
増
加
し

て
い
ま
す
。
中
学
生
に
家
族
の
一

員
と
し
て
の
自
覚
を
も
た
せ
る
こ

と
が
大
切
で
す
。（
生
活
習
慣
に
つ

い
て
は
家
族
で
き
ち
ん
と
ル
ー
ル

づ
く
り
を
し
、「
家
庭
の
ル
ー
ル
」

を
提
示
す
る
）

舩

町公民館の使用手続き
　

　公民館を使用される方は、使用する３日前まで
に申請書を公民館へ提出してください。
●使用できる日：年末年始（１２月２９日から１月３日）を
除く日
●使用できる時間：午前８時３０分から午後１０時まで
●料金：町使用料条例による額
※ロビーは、午前８時３０分から午後５時３０分まで開
放しています。図書室もありますので、お気軽にお立
ち寄りください。

ロビー展のおしらせ

９月１０日 (月 )～１０月９日 (火 )
　

展示時間　午前８時３０分～午後５時３０分
 

▼ ロビー展出展者募集　出展を希望される方は、
町公民館（電話７４－０２１２）までご連絡ください。

「
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
」　
代
表　

舩
越
伸
子
さ
ん

▼家庭でテレビを見ながら食事することはありますか？
中学生小４～小６小１～小３保育所園児
Ｈ１７Ｈ１８Ｈ１７Ｈ１８Ｈ１７Ｈ１８Ｈ１７Ｈ１８
５８㌫６０㌫５０㌫４３㌫４０㌫４２㌫４２㌫３７㌫よくある
２５㌫２３㌫２９㌫２９㌫３０㌫２１㌫２２㌫２８㌫どちらかというとある
５㌫６㌫８㌫１５㌫１１㌫１０㌫６㌫１１㌫どちらかというとない
１３㌫１１㌫１２㌫１３㌫１８㌫２６㌫２８㌫２３㌫ない
０㌫０㌫１㌫０㌫１㌫１㌫２㌫２㌫無回答

▼家庭でテレビを見ながら食事することはありますか？
中学生小４～小６小１～小３保育所園児
Ｈ１７Ｈ１８Ｈ１７Ｈ１８Ｈ１７Ｈ１８Ｈ１７Ｈ１８
５８％６０％５０％４３％４０％４２％４２％３７％よくある
２５％２３％２９％２９％３０％２１％２２％２８％どちらかというとある
５％６％８％１５％１１％１０％６％１１％どちらかというとない
１３％１１％１２％１３％１８％２６％２８％２３％ない
０％０％１％０％１％１％２％２％無回答

▼朝ごはんを毎日食べますか？
中学生小４～小６小１～小３保育所園児
Ｈ１７Ｈ１８Ｈ１７Ｈ１８Ｈ１７Ｈ１８Ｈ１７Ｈ１８
７６％８１％８３％９４％８４％９１％８０％８５％必ず食べる
１７％１４％１５％４％１３％７％１７％１４％たいてい食べる
４％４％２％２％２％１％３％０％食べないことが多い
２％０％０％０％０％１％０％０％ほとんど食べない
０％０％０％０％０％０％０％２％無回答

▼朝ごはんを家族と一緒に食べますか？
中学生小４～小６小１～小３保育所園児
Ｈ１７Ｈ１８Ｈ１７Ｈ１８Ｈ１７Ｈ１８Ｈ１７Ｈ１８

３２％３８％３７％２６％必ず一緒に食べる
５２％３７％７８％３８％６８％３２％７５％４６％たいてい一緒に食べる
３１％２３％８％１９％２３％２４％２２％２０％別々のことが多い
１６％８％１３％４％９％７％３％６％たいてい別々
１％０％０％０％１％０％０％２％無回答

▼家の中で「おはよう」「おやすみ」などのあいさつをしますか？
中学生小４～小６小１～小３
Ｈ１７Ｈ１８Ｈ１７Ｈ１８Ｈ１７Ｈ１８
４２％４３％５２％５１％５２％６３％自分の方からする
３１％３６％３５％３０％３９％３０％家族の方からする
１３％１２％６％１１％４％５％あまりしない
１３％７％５％６％５％２％しない
０％２％２％２％１％０％無回答
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あ もの か ど ご ご

ろうじん いこい いえ  こ う し あだち としこ

い ばな にち  か ぷん

しもえのきしゅうかいしょ いくた きよこ

もっこう にち すい ご ぜ ん  じ

り ん ぽ か ん しばた みちあき

にち

あしわ すずこ

き が る  さ ん か  くわ

プ
レ
ゼ
ン
ト
づ
く
り

　
 
日
野 
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ネ
ッ
ト

ひ

の

ワ
ー
ク
の
「 
高
齢
者  
誕
生
月  
訪 

こ
う
れ
い
し
ゃ 
た
ん
じ
ょ
う
づ
き 
ほ
う

 
問 
」
の
お 
手
伝 
い
と
し
て
、

も
ん 

て

つ

だ

８ 
月 
が
つ

誕
生
月
プ
レ
ゼ
ン
ト
づ
く
り
を
７

月　
 
日 
、 

下
榎
集
会
所 
で 
行 
い

に
ち 

し
も
え
の
き
し
ゅ
う
か
い
し
ょ 

お
こ
な

２６
ま
し
た
。

　

こ
の 
日 
は
、 
地
区  
内
外 
の 
小
学 

ひ 

ち

く
 な
い
が
い 

し
ょ
う
が
く

 
生 　
 
人 
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

せ
い 

に
ん

１７
ル
ー
プ
の 
皆 
さ
ん
で
お 
手
玉 
と

み
な 

て

だ

ま

カ
ー
ド
を 
作 
り
ま
し
た
。

つ
く

　

お
手
玉
作
り
は 
大
人 
に
お
ま
か

お

と

な

せ
し
て
、 

子 
ど
も
た
ち
は 
飛
田 

こ 

ひ

だ

 
学 
さ
ん
に 
教 
わ
り
な
が
ら 
折 
り

ま
な
ぶ 

お
そ 

お

 
紙 
で
ひ
ま
わ
り
を 
作 
り
、
カ
ー
ド

が
み 

つ
く

の 
表
紙 
を
か
ざ
り
ま
し
た
。

ひ
ょ
う
し

　

８
月
４ 
日 
に
は
、 

手
作 
り
の
ち

か 

て

づ

く

ら
し 
寿
司 
と
お 
手
玉 
、
カ
ー
ド
を

ず

し
 

て

だ

ま

誕
生
月
の 
方 
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
、

か
た

 
地
域 
の
高
齢
者
と
子
ど
も
た
ち
で
、

ち

い

き

お
手
玉
な
ど
の 
昔 
あ
そ
び
を
し
て

む
か
し

 
楽 
し
み
ま
し
た
。

た
の

な
つ
や
す

み
な 

し
ゅ
く
だ
い 

お

り
ん
ぽ
か
ん 

き
か
ん
ち
ゅ
う 

と 

く

ち

く

が

い
 

お
お 

こ 

さ

ん

か

な
か 

い

ち

ぶ
 

し
ょ
う
か
い

 
子 
ど
も
た
ち
に 
将
棋 
が 
人
気 

こ 

し
ょ
う
ぎ 

に

ん

き

　
 
最
近  
集
会
所 
で
よ
く 
見 
か
け
る

さ
い
き
ん 
し
ゅ
う
か
い
し
ょ 

み

の
が
、 
将
棋 
を
す
る 
子 
ど
も
た
ち
。

し
ょ
う
ぎ 

こ

　
 
学
習
会 
の 
後 
に
子
ど
も 
同
士 
で
、

が
く
し
ゅ
う
か
い 

あ
と 

ど

う

し

ま
た
、 
訪 
れ
た 
大
人 
に 
声 
を
か
け

お
と
ず 

お

と

な
 

こ
え

て 
勝
負 
を
し
て
い
る
子
な
ど
、

し
ょ
う
ぶ

ゲ
ー
ム 
機 
を 
離 
れ
、 
昔 
な
が
ら
の

き 

は
な 

む
か
し

 
遊 
び
を
し
て
い
る 
姿 
に
と
て
も
う

あ
そ 

す
が
た

れ
し
く 
思 
う 
今
日 
こ
の
ご
ろ
で
す
。

お
も 

き

ょ

う

９ 
月 
の 
学
習
講
座 

が
つ 

が
く
し
ゅ
う
こ
う
ざ 
予
定 
よ
て
い

ぽ
か
ぽ
か 
教
室 
を 
開 
き
ま
す

き
ょ
う
し
つ 

ひ
ら

 
日 　
 
時 　

９ 
月 
７ 
日 
（ 
金 
）

に
ち 

じ 

が
つ 

か 

き
ん

　
　
　
　
 
午
後 
１ 
時 　
 
分 
～

ご

ご
 

じ 

ぷ
ん

３０

 
場 　
 
所 

ば 

し
ょ　
 
老
人  
憩 
の 
家 

ろ
う
じ
ん 
い
こ
い 

い
え

 
内 　
 
容 

な
い 

よ
う　

セ
ラ
バ
ン
ド
を 
使 
っ

つ
か

　
　
　
　

た 
筋
力 
ア
ッ
プ 
体
操 

き
ん
り
ょ
く 

た
い
そ
う

 
申
込 
み

も
う
し
こ

　
 
下
榎  
隣
保
館 
ま
で
お

し
も
え
の
き 
り
ん
ぽ
か
ん

　
　
　
　
 
電
話 
く
だ
さ
い
。

で

ん

わ

 木工  講座 で 障子  貼 り
もっこう こうざ しょうじ は

　

　 障子 の 貼 り 替 えは 梅雨 どきが 最適 というこ
しょうじ は か つゆ さいてき

とで、７ 月 １８ 日 、 老人  憩 の 家 で 柴田  三千明 さ
がつ にち ろうじん いこい いえ しばた みちあき

んに障子の貼り替えを 教 えていただきました。
おし

　 適度 な 湿気 があるこの梅雨のころが貼り替
てきど しっけ

えに 適 しているようです。
てき

　 参加者 の 中 には、 自宅 から 紙 と障子を 持 ち
さんかしゃ なか じたく かみ も

 込 み、 夫婦 で 共同  作業 をする 姿 もありました。
こ ふうふ きょうどう さぎょう すがた

 
榎 
の 
実  
学

習

会
 （ 
小
学
校 ）

え 

み 
が
く
し
ゅ
う
か
い 

し
ょ
う
が
っ
こ
う

　
 
地
区  
外 
の 
児
童 
に
も 
学
習
会 
の

ち

く
 が
い 

じ

ど

う 

が
く
し
ゅ
う
か
い

 
取 
り 
組 
み
を 
知 
っ
て
も
ら
い

と 

く 

し

 
交
流 
を 
深 
め
る
た
め
、 

根
雨 

こ
う
り
ゅ
う 

ふ
か 

ね

う

 
小

学
 
 
校 
の 
呼 
び
か
け
で
７ 
月 　

し
ょ
う
が
っ 
こ
う 

よ 

が
つ

３１

 
日 
に 
勉
強
会 
を 
下
榎
隣
保
館 
・

に
ち 

べ
ん
き
ょ
う
か
い 

し
も
え
の
き
り
ん
ぽ
か
ん

 
集 
 
会
所 
で 
開 
き
ま
し
た
。

し
ゅ
う 
か
い
し
ょ 

ひ
ら

　
 
当
日 
は
、
地
区 
内
外 
か
ら　
 
人 

と
う
じ
つ 

な
い
が
い 

に
ん

１７

が 
参
加 
、 

夏
休 
み
の 
課
題 
な
ど
を

さ

ん

か 

な
つ
や
す 

か

だ

い

 
勉
強 
し
た 
後 
、
オ
セ
ロ
や 
卓
球 
、

べ
ん
き
ょ
う 

あ
と 

た
っ
き
ゅ
う

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、 

折 
り 
紙 
な
ど
を

お 

が
み

し
て 
楽 
し
く 
過 
ご
し
ま
し
た
。
参

た
の 

す

加
児
童
は
「
ま
た 
来 
た
い
な
」
と

き

 
話 
し
て
い
ま
し
た
。

は
な

　
 
次
回 
は
８
月　

日
に
開
き
ま
す
。

じ

か

い

２１

 真剣 に 次 の 一手 を 考 える
しんけん つぎ い っ て  かんが

 宿題 もみんなでやればすぐ 終 わる？
しゅくだい お

 教 えあって 作 る
おし つく
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〇印が休館日です

カレンダー

TEL  ７２-１３００  FAX  ７２-１３２０

図書館・ホール森の音楽隊

月～金　午前９時３０分～午後６時
土・日　午前９時～午後５時

インターネットで蔵書検索をどうぞ   http://tosyo.town.hino.tottori.jp

E-mail　hinotosyo@book.town.hino.tottori.jp

パネル展

９月１日（土）～２２日（土）
▼正しいおはしの持ちかた、食
料自給率パネル▼生きる力がつ
く食育レシピなどの資料を展示
　

パネル協力：鳥取農政事務所

●図書館おはなし会
９月１５日（土）１０：００～
場所：図書館絵本コーナー
■絵本・おはなし・紙芝居など

●木のおもちゃづくり
８月２６日（日）９：３０～
場所：図書館車庫

■昔のおもちゃをつくろう（講師
＝松本節哉さん）：竹とんぼ、ぶん
ぶんごまなどをつくります（無料）

 

９月１６日（日）９：３０～
場所：図書館車庫

■月見うさぎなどをつくります
（要材料費）

●サイエンスアカデミー講座
９月２２日（土）１０：３０～
場所：図書館郷土資料コーナー
■テーマ：「最近の騒音対策技術」

　

７
月　

日
、
日
野
病
院
の
ロ
ビ
ー
で
夕

２７

涼
み
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
き
ま
し
た
。

　

第
１
部
は
、
米
子
星
の
会
の
塚
田
慎
介

さ
ん
に
よ
る
星
座
の
話
を
映
像
を
見
な
が

ら
聞
き
、
第
２
部
は
、
木
村
秀
樹
さ
ん
の
ギ

タ
ー
と
長
尾
光
貴
さ
ん
の
オ
カ
リ
ナ
の
コ

ン
サ
ー
ト
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

観
客
は
入
院
患
者
さ
ん
や
地
域
の
皆
さ

ん
。
美
し
い
音
色
に
悠
久
の
時
の
流
れ
を

感
じ
た
ひ
と
と
き
で
し
た
。

やさしい響きで魅了

お芝居くらぶ
さん・ふぃーるど
　

お芝居をやってみたい人、演劇の技術をみがきたい人、参加してみませんか？

と　き　８月２８日（火）９：００～１２：００
ところ　町文化センター・ホール森の音楽隊
対　象　小・中学生（参加無料。タオル・飲み物を持参してください )
申込み　町文化センター (電話７２－１３００)

星空に思いをはせ、澄んだ音色にうっとり

　貝原出身の文芸評論家・翻訳家、生田長江。
「 青鞜 ｣の名付け親としても知られる長江の思
せいとう

想と、当時の女性解放運動に関わった活動家た
ちへの影響、交友関係などを学びます。
 

■日時　９月２９日 (土 )
　　　　　　　午後１時３０分～
　

■場所　延暦寺 (根雨 )
　

■講師　中田親子氏
　　　　　 (昭和女子大学日本文学博士課程)

（
町
歴
史
研
修
会
公
開
講
座
）

と
っ
と
り
の
文
化
芸
術
探
訪　

生
田
長
江
を
知
る
！　

入
門
講
座

～
平
塚
ら
い
て
う
・
青
鞜
・
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
～

■
主
催　
「
白
つ
つ
じ
の
会
」

　
　
　
　

～
生
田
長
江
顕
彰
会
～

　

■
問
合
せ　

町
図
書
館

　
　
　
　
（
電
話　

‐
１
３
０
０
）

７２

延暦寺境内にある生田長江顕彰碑
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届
出　

７
月　

日
～
８
月
７
日   
敬
称
略

１１

　

赤
ち
ゃ
ん
誕
生

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
出
生
児
）　
　
  　
　
（
保
護
者
）（
性
別
）（
住
所
）

　

７
月
届
出
分

久
保　

咲
良　
　

晃
・
圭  
女
の
子  

福
長

お
く
や
み

　

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す

（
氏
名
）　
　
　
　
  　
（
年
齢
）　
 　
（
住
所
）

　

７
月
届
出
分

佐
々
木
幸
男　
　
　

歳　
　

舟
場

８３

鳥
居　

重
子　
　
　

歳　
　

黒
坂

９０

瀬
田　

健
重　
　
　

歳　
　

安
原

８５

長
尾　

賢
治　
　
　

歳　
　

門
谷

８８

中
田　

広
美　
　
　

歳　
　

根
雨

７２

　

８
月
届
出
分

柴
田　

光
子　
　
　

歳　
　

秋
縄

７７

妹
尾　
　

勇　
　
　

歳　
　

根
雨

８９

■７月２９日に行われた鵜
の池マラソン大会。参院
選と同日開催だったため
私は取材できず■今回は
３人の町民の方に撮影を
協力いただきました■一
人の時は撮影できなかっ
た場所での写真もあり、
うれしかったです。あり
がとうございました。(i)
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　おひさまひろばの時間設定は次のとおりです。

　夏の日ざしがまぶしく、まわりがきらきらと輝
く季節になりました。
　７月は七夕飾り作り、折り紙など、子どもたち
も描いたり切ったりして楽しく参加できました。
　また、外では砂場にたらい

・ ・ ・

やホースで水を使っ
て気持ちよく泥んこ遊びをして楽しみました。
　９月は町公民館にも出かけます。ぜひ、お友だ
ちを誘って遊びに来てくださいね。

　ひのっこ保育所　担当　音田
　　　　　　　　　　　　　　(電話７２－０２３８)

●９月の予定
　

　９月５日（水）：折り紙遊び (町公民館で開き
　　　　　　　　  ます）、保健師による子育て
　　　　　　　　  相談
　

　９月１２日（水）：外遊び
 　

　９月２６日（水）：図書館からのおはなし会

　　　　　　　※９月１９日（水）はお休みします

日
野
町
俳
句
同
好
会　

選

　　

梅
雨
深
き
銀
山
道
は
仏
み
ち　
　
（
講
師
）

谷   　

悦
子

　　

雨
し
と
 ゞ
合
歓 
の
雫
の
ピ
ン
ク
め
く 　
 

安
達
つ
る
ゑ

ね

む

　　

梅
雨
深
し
太
る
は
胡
瓜
ば
か
り
か
な      
荒
木　

習
子

　　

よ
ち
よ
ち
と
蝶
々
追
い
し
赤
い
く
つ     
梅
林　

春
子

　　

捕
れ
た
て
の
鮎
笹
に
の
せ
届
け
ら
る 
 　

勝
瀬　

京
子

　　
 
軒
端 
ま
で
来
て
る
門
川
夕
涼
み　
　
　
  

川
上　

文
子

の

き

ば

　　

栗
の
花
匂
ひ
小
さ
な
美
術
館　
　
  
　  　

久
城　

霞
渓

　
　
　

懐
か
し
き
店
の
名
前
の
古
団
扇　
　
     
徳
本
千
鶴
子

　　

支
流
に
は
支
流
の
威
あ
り
梅
雨
荒
る
る　
  
真
壁
富
貴
枝

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
五
十
音
順
）

内　容時　間
受付（随時受付けています）９：００～１１：００
絵本読み、室内おもちゃ遊び
（積木、ブロックなど）、ふれ
あい遊び（わらべうたなど）

９：００～

一斉活動９：３０～
外遊び（雨天時：室内遊び）１０：００～
片付け・ティータイム（各自持参）１０：４０～
支援室掃除、次回日程打ち合わせ１０：５０～
あいさつ（終了）１１：００～

参議院議員選挙結果
 　７月２９日、参議院議員選挙が行われました。
　投票結果は次のとおりです。
 

▼日野町の候補者別得票数
　　　　（カッコ内は鳥取選挙区全体得票数）
鳥取県選挙区
　当　川上　義博　１５９９票（１６万８３８０票）
　　　常田　享詳　１０１６票（１３万５２３３票）
　　　市谷　尚三  　１３１票（２万３３８０票）

３,６１６人  当日有権者
２,８００人  投票者数
７７.４３％  投票率

選
挙
区

３,６１６人  当日有権者
２,７９９人  投票数
７７.４１％  投票率

比
例
代
表
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長月（ＳＥＰＴＥＭＢＥＲ）

隣保館生け花講座
下榎集会所　午後７時３０分～
火１８土 １

古紙の収集日（全町）水１９日 ２

隣保館木工講座　下榎隣保館　午前９時～健康相談　町公民館　午前９時～午前１０時月 ３

木２０法律相談　開発センター　午後１時～
申込み：町社会福祉協議会（７４-０３３８）８月３１日〆切
火 ４

金２１乳児健診・ＢＣＧ予防接種　開発センター
受付：午後１時１５分～午後１時３０分

隣保館リフォーム講座
下榎集会所　午後１時３０分～
土２２人権相談

開発センター　午後１時～午後３時
水 ５

町民体育祭　根雨地区大会：根雨小グラウンド、
黒坂地区大会：黒坂小グラウンド
日２３不燃ごみの収集日 (全町 )

秋分の日子宮がん ･乳甲状腺がん検診　町公民館
受付：午後１時～午後２時 (詳細は９ページ )
木 ６

振替休日（可燃ごみの収集は休みます）
※２５日に月曜日収集の地区も収集します月２４金 ７

全町の可燃ごみを収集します火２５隣保館編み物講座　老人憩の家　午後７時～土 ８

ペットボトルの収集日（全町）水２６日 ９

不要犬・猫引取り日　日野保健所木２７子宮がん ･乳甲状腺がん検診　町公民館
受付：午後１時～午後２時 (詳細は９ページ )
月１０

金２８歯科検診・フッ素塗布　開発センター
受付：午前９時３０分～午前９時４５分、午後１時～午後１時１５分
火１１

土２９行政相談　開発センター　午前９時～正午水１２

日３０資源ごみの収集日 (全町 )

基本健康診査・肺がん ･胃がん・大腸がん検診
開発センター（受付時間はページ左をご覧ください）
木１３

不要犬・猫引取り日　日野保健所

基本健康診査・肺がん ･胃がん・大腸がん検診
開発センター（受付時間はページ左をご覧ください）
金１４

土１５

日１６
敬老の日（可燃ごみの収集は休みます）
※１８日に月曜日収集の地区も収集します月１７

全町の可燃ごみを収集します火１８

直
通
電
話

72‐0334健康福祉課72‐2105出納室72‐0333住民課72‐0331総務企画課
72‐0335議会事務局 74‐0212公民館74‐0211黒坂支所72‐2101産業振興課
72‐1167給食センター72‐1300文化センター72‐2107教育委員会72‐2103農業委員会
72‐1191下榎集会所74‐0225黒坂保育所72‐0238ひのっこ保育所72‐1852地域包括支援センター

役場代表番号 (夜間・休日）　72‐0331

（町内の展示コーナーを紹介します）
■日野総合事務所　

～８月３１日
９月１日～３０日

■山陰合同銀行根雨支店 ９月
１０日～１０月５日
 ■蔵美術館　 ９月１日～１０月末
 ■県西部地震展示交流センター　

９月４日～２７日

※
基
本
健
康
診
査
・
肺
が
ん
･
胃
が
ん
・
大
腸
が
ん
検
診
の
受
付
時
間
…
▼
胃
が
ん
検
診
＝
午
前
８
時
～
午
前
９
時
、
▼
基
本
健
康
診
査
・
肺
が
ん
検
診
＝
午
前
８
時　

分
～
午
前
９
時　

分
、（　

３０

３０

１４

日
の
み
午
後
も
あ
り
ま
す
。
受
付
＝
午
後
１
時
～
午
後
２
時
）、
▼
大
腸
が
ん
検
診
＝
午
前
８
時
～
午
前
９
時
（　

日
の
み
午
後
も
あ
り
ま
す
。
受
付
＝
午
後
１
時
～
午
後
２
時
）
※
対
象
地
区
は
９
ペ
ー
ジ

１４

国民健康保険税３期分、介護保険料３期分の納期限
は です。
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山
口
県
宇
部
市
（
小
野
湖
）
の
オ
シ
ド
リ

の
越
冬
数
は
、
２
月　

日
、
２
０
０
０
羽
を

２４

記
録
し
ま
し
た
。
そ
の
地
で　

月
、
日
本
オ

１１

シ
ド
リ
の
会
（
全
国
大
会
）
が
開
か
れ
、
２

日
間
に
わ
た
っ
て
研
究
発
表
や
観
察
会
が

行
わ
れ
ま
す
。
参
加
し
て
み
ら
れ
ま
せ
ん

か
。
ち
な
み
に
第
１
回
目
は
６
年
前
、
米
子

水
鳥
公
園
と
根
雨
で
開
か
れ
ま
し
た
。
根

雨
の
オ
シ
ド
リ
は
こ
う
し
て
全
国
版
に

な
っ
た
の
で
す
。

　

【
連
絡
先
】　

オ
シ
ド
リ
グ
ル
ー
プ
事
務
局

　
　
　
　
　
  
森
田
（
電
話　

‐
０
２
７
１
）

72

日
本
オ
シ
ド
リ
の
会

④

⑤

⑥

　

選
挙
の
年
に
思
う

　　

暑
い
夏
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
健
康
管
理

を
じ
ゅ
う
ぶ
ん
行
っ
て
乗
り
切
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

さ
て
、
今
年
は
選
挙
の
年
で
し
た
。
そ
の
最
後
に
な

る
で
あ
ろ
う
参
議
院
議
員
選
挙
が
７
月　

日
に
行
わ

２９

れ
、
そ
の
結
果
は
報
道
さ
れ
て
い
る
と
お
り
で
す
。

　

県
知
事
選
に
始
ま
り
、
県
議
選
、
町
議
選
、
農
業
委

員
選
と
今
回
の
参
院
選
と
選
挙
に
明
け
暮
れ
ま
し
た
。

今
年
の
選
挙
を
通
じ
て
感
じ
た
こ
と
は
、
従
来
の
組
織

型
の
も
の
か
ら
、
自
分
の
意
志
で
投
票
す
る
型
が
徐
々

に
定
着
し
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
し
て
、
そ
の
後
は
選
ん
だ
人
の
活
動
を
責
任
を
も
っ

て
支
援
、
監
視
し
物
申
す
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

今
、
国
内
で
は
地
方
と
都
市
の
格
差
が
あ
ま
り
に
も

大
き
く
、
地
方
で
の
不
安
、
不
満
が
募
っ
て
い
ま
す
。

地
方
分
権
と
は
、
国
と
都
市
部
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
と
も
思
え
ま
す
。
日
本
の
国
全
体
で

お
互
い
に
役
割
を
分
担
し
あ
い
、
均
衡
の
と
れ
た
国
づ

く
り
を
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

　

６
月
の
町
議
会
で
は
多
く
の
傍
聴
者
が
あ
り
、
そ
の

中
に
数
人
の
高
校
生
が
地
域
研
究
の
授
業
の
一
環
と

し
て
参
加
さ
れ
、
後
日
、
そ
の
時
の
感
想
を
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
「
議
会
は
国
会
の
よ
う
に
罵
声
と
か
熱
い
も
の
が
あ

る
と
思
っ
た
が
、
静
か
で
落
ち
着
い
た
議
場
で
少
し
驚

い
た
」
と
か
、「
議
会
で
施
策
の
提
案
、
決
定
さ
れ
る

の
が
わ
か
っ
た
。
多
く
の
人
た
ち
が
傍
聴
に
参
加
し
、

自
分
の
目
で
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
な
ど
の
思

い
を
寄
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
私
は
こ
れ
を
機
会

に
、
学
生
議
会
を
開
い
て
み
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。　

（
８
月
２
日
記
）　

日
野
町
長　

景　

山　

享　

弘

第１７回

『自由に空を飛べる幸せ、永遠に』
撮影●長尾真彦さん（岡山市）
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